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19惟紀イギリス鉄道会社
における減価償却会計
金 戸 武
はじめに
19世紀のイギリス鉄道会社は1868年の Regulationof Railway Actによ
(1) 
って，複会計制 (DoubleAccount System) による計算書の作成を義務ず
けられるが，この法律の規定には減価償却に関する記載がなく，付表の雛型
にもなかったので，鉄道会社のほとんどは固定資産に対して減価償却をしな
かった。しかし， 1868年までの鉄道会社の計算書を見てみると，なかには減
価償却をしていた会社もあったことがわかる。そこで，本稿では， まず，
1868年までに鉄道会社で行われていた減価償却会計について考察し，続い
(1) 複会計制では，すべての収入・支出を資本的収入・支出と収益的収入・支出に
分け，資本的収入・支出は資本勘定 (CapitalAccount)に記入し，収益的収入
・支出は収益勘定 (RevenueAccount) に記入した。つまり，資本勘定の貸方
には，株式・社債の発行などによる資本的収入が記入され，借方には，土地・建
物・車両などの資本的支出が記入され，貸借の差額として運転資本が計算され
た。収益勘定の貸方には，運送収入などの収益的収入が記入され，借方には，運
送関係の支出や固定資産の修繕・維持のための支出など収益的支出が記入され，
貸借の差額として営業損益が計算された。そして，資本勘定・収益勘定で記戦
されない流動資産・流動負債と運転資本・営業損益を集めて一般貸借対照表
(General Balance Sheet)が作成された。（詳しくは，上村久雄稿，「複会計制
度」，神戸大学会計学研究室絹， 「会計学辞典（第4版）」， 同文舘， 昭和59年，
pp.1117-18.参照）。
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て，その実務が中止された理由について考察し，最後に， 1868年法における
減価償却の解釈とその後の減価償却会計について考察する。
なお，本稿では，「Depreciation」の訳語として減価償却という語を用い
ており，現代的な費用配分思考に基づいた減価償却を意味しているのではな
い。当時は，取替資金の意味で「Depreciation」を用いる場合が多かったよ
(2) 
うである。
1. 1868年までの減価償却会計
鉄道会社の一部は減価償却を行う必要性を隠めていた。例えば， London
and Birmingham鉄道は路線の一部を開業してすぐの1838年6月に「車両
減価償却準備基金」 (RESERVEACCOUNT, for Depreciation of Stock) 
として5,500ボンドを設定した。そして， 1838年12月には，収益勘定 (RE-
VENUE ACCOUNT)から11,312ボンドが振り替えられ，準備基金の残高
は16,812ポンドとなった（資料1参照）。その後， 1839年からは実際原価
(3) 
(actual cost)に対して半年毎に5％の減価償却を行うことが決められた。
(2) Pollinsは，この当時，「Depreciation」の定義が明確でなく，固定資産の市
場価値 (marketvalue)の下落分という考え方， 1会計期間の修繕・維持費
(current repairs and maintenance)という考え方，それに取替 (replacement)
資金という考え方があったと述ぺている。 (HaroldPollins, "Aspects of Rail-
way Accounting Before 1868", in A. C. Littleton and B. S. Yamey, eds., 
Studies in the History of Acco叩血g,1956, p．糾3.)また， Yameyは，「減
価償却会計 (accountingfor depreciation;)は基本的に取替 (replacement)に
関係しており，資産の再評価 (revaluation)には関係ない。取替資金の確保と
関係があることは， 19世紀中やその後の会社の報告書とか会計専門家間の議論か
ら明かである」と述べて，取替資金確保のために減価償却会計が行われたことを
明らかにしている。 (B.S. Yamey, "Some Topics in the History of Finan-
cial ・Accounting in England, 1500-1900", in W. T. Baxter and Sidney 
Davidson, eds., Studies in Acco加血g,1977, p.'Zl.) 
(3) London and Birmingham Railway, Reports and Acco虹 ts,December 31, 
1839, quoted by Harold Pollins, op. cit., p. 346.同鉄道の会長である George
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この実務はまもなく Great Western鉄道によって追随された。ただし，
Great Western鉄道では1846年12月にはこの実務は取りやめられた。 1846
年12月の同社の計算書に於いて， 同社の監査役， JohnCrosthwaiteと
Robert Mccalmontは「取締役は建設中の拡張路線のいくらかが完成する
までのしばらくの間車両の減価償却費の計上を休止したい旨の意向を我々に
(4) 
通知した」と述べている（資料2参照）。 Londonand Birmingham鉄道は
その後， 1846年に， GrandJunction鉄道と合併し， Londonand North 
Western鉄道になるが，この鉄道の会長には Londonand Birmingham鉄
道の会長であった G.C.Glynが就任したので， Londonand Birmingham 
鉄道の会計制度が採用され，車両に対する減価償却準備基金は引続き計上さ
(5) 
れた。しかし，総支配人に就任した CaptainMark Huishは，車両は日々
の修繕や漸次の部品の取替えによっていつまでも使えるものであるとの考え
から，車両の減価償却準備基金の廃止を提唱し， 1848年6月の決算で車両の
(6) 
減価償却準備基金の廃止を実現した。
Carr Glynは， 1841年6月30日の Chairman'sspeechで，車両に対する減価償
却基金設定の目的について，この基金は車両の避けられない減価 (unavoidable 
depreciation)に応ずるために設定したものであり，半年毎の利益の一部分をそ
の期間に生じた減価に充当させるため，車両の原初投下資本に対し一定率を半年
毎の利益より留保し，反対に，「資本元帳」 (CapitalLedger)において同額を減
価償却額として記峨したのであると述べている。 (ibid.,pp．糾6-47)なお，詳し
くは拙稿，「186朗こ以前のイギリス鉄道会計―-HaroldPollinsの所説を中心と
して一ー 」「千里山商学」，第10号，昭和5碑三参照。
(4) Great Western Railway, Rej)orls and Accounts, December 31, 1細．
(5) Pollinsによると， 1846年の設立時には減価償却をしなかった。その理由は，
新路線の建設や合併のための準備で，そこまで手が回らなかったからであるらし
い。その後 1847年から軌道及び車両の更新のために減価償却基金を導入した。
(Pollins, op. cit., pp. 347-48.) 
(6) M. _ Huish, "Rゆortto the Dirt1ctors of thB London & North Western 
Railway Com加nyon the Present Condition of Their Moving Stock, with 
Rt1marks on. the NaturB and Necessity of a Det,r如 ationAllowance”, 
June 1848, pp. 24-25, quoted by T. R. Gourvish; "Captain Mark Huish : 
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軌道についての減価償却準備基金の設定は Edwardsによると， 1847年の
London and North Western鉄道が最初であるが，会長の G.C.Glynは
1849年6月の株主に対するスピーチで「決められた耐用年数のうちに，たぶ
ん，軌道は取り替えられるであろう。我々は軌道の全部を取り替える時に，
それに必要な金額が蓄積されているようにするには，一年にいくらずつ積み
立てるべきかということを実務から導き出せる。そこで，半年毎に必要な額
(7) 
を収益勘定から取り除けて積み立てることを提案する」と述べてその必要性
を説いた。他の会社は Londonand North Western鉄道に追随した（資
(8) 
料3, 4参照）。しかし，これは一時的な硯象で，多くの会社はすぐに設定
を取りやめ， Londonand North Western鉄道自身も， 1856年には減価償
却準備基金からの支払額の一部を資本にチャージし， 1865年には減価償却基
(9) 
金の設定をまったく取りやめた（資料5参照）。
a Pioneer in the Development of Railway Management", Business History, 
January, 1970, pp. 48-49. この間の事情については， 中村萬次稿，「近代会計
理論形成の制度的潮流」，「休系近代会計学nv理論会計学」，中央経済社，昭和
56年， pp.281-83に詳しい。
(7) Railway Times, 1849, p. 834, quoted by John Richard Edwards, "De-
predation and Fixed Asset Valuation in British Railway Company Ac-
counts to 1911", Accou”血ga叫珈S加 sResearch, Summer 1986, p. 253. 
(8) （資料3)は Londonand North Western鉄道の1849年12月31日の計算書の
一部であるが，同社は「Renewalof Rail」勘定を使って減価償却会計を行って
いることがわかる。この期の同勘定は，総積立額よりも総更新支出額の方が多か
ったため借方残になっており，一般貸借対照表の貸方側にその残高が同勘定への
前貸金 (Advance) として載っている。（資料4)は同時期の Midland鉄道の
計算書の一部であるが，同社では基金の明細書はなく，一般貸借対照表の借方側
に「PermanentWay Renewal Fund」として22,293ボンド16シリング1ペンス
が記載されている。なお，収益勘定の記載は両社で異なっており， Londonand 
North Western鉄道では一旦営業損益を計算した後で減価償却基金繰入額を差
し引いているのに対し， Midland鉄道では減価償却基金繰入額を営業損益計算
の中に入れている。
(9) Harold Pollins, "Railway Auditing-A Report of 1867", Accou叫切g
Research, VIII, 1957, p. 22. 1847年から185明こまで，軌道に対する減価償却
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準備基金は「Renewalof Rail」勘定で計上されていたが， 1856年12月の決算に
対する藍査報告書で，監査役は，「この勘定から支払われた762,505ボンドのうち
233,358ポンド分は，軌道の単なる更新 (renewal)のための支出ではなくて改善
(improvement)のための支出であり，資本にチャージされるべきであった」と
述べて修正を勧告した。そのため，会社は，その後「Renewaland Improve-
ment of Road」勘定と勘定の名称を変更し，資本にチャージすべき支出額もそ
こに並べて記載した。しかし， 1865年になると，上記勘定から支払われる金額と
収益から取り除けられる金額がほぼ等しくなったので，減価償却費の計上は取り
止められることになった。この勘定の借方残高 (£61,688)は 「Renewal of 
Road Suspense Account」に移され，その後， 1年に12,000ボンドずつ収益に
チャージされることになった。 (ibid.)（資料5)から明らかなように， 1865年6
月の計算書では，収益勘定の Maintenanceof Way, & c.の明細書 (Abstract
C)のなかに Proportionof Arrears-Relaying Accountとして4,000ボンドが
記入されており，一般貸借対照表貸方には4,000ボンドを差し引いた残高57,688
ボンドが「Renewalof Road Suspense Account」に記載されている。また，軌
道の改善費が資本勘定の借方に，「Improvementof Permanent Way」として
記載されている。なお，手元の資料では； その後，毎年， 12月の決算では8,000
ボンドを， 6月の決算では4,000ポンドを収益にチャージしているのが見て取れ
る。
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（資料 2) Great Western Railway, Auditors'Report 
PADDINGTON STATION, 
6th Feb1Uary, 1847. 
GENTLEMEN, 
HAVING been appointed by you, at your last Half-yearly Meeting, as Auditors of the 
Company, we have devoted six days to a careful exam血 tionof your Accounts to the 3 !st 
of December last. 
The. Books of the Company have been brought fully under our inspection, and we have had 
unlimited access to the vouchers and other documents. We have thought it our duty to examine 
very minutely the whole system by which these accounts have been kept, as well as to ascertain 
the accuracy and precision with which every transaction is recorded, and we have, after a 
searching and satisfactory investigation, attested the correctness of the accounts in the usual 
form,. by appending our signatures to the Statement prepared for circulation. 
The Directors have informed us of their intention to recommend the suspension for a time 
of the charge for depreciation of Stock, (which has been in operation for nearly five years,) 
until some. of the Extension Lines now in course of construction are fmished. 
Upon a careful review of the detailed Accounts, we are of opinion that Interest which has 
hitherto been borne by the Great Western Railway upon Capital expended for血 workingof 
new Lines, as if required for existing Traffic, or productive to you as Proprietors for the time 
being, ought, lil~e the Interest on other sums applied to the same objects, to have been kept 
separate. 
This Capital embraces an outlay for enlarging the Paddington Station, for Works and 
Cottages at Swindon, and additional Buildings at Bristol and elsewhere, for the accommodation 
of prospective trafic, besides a large increase of Locomotive Stock made and making for new 
Lines. 
If you concur in this view, we suggest that the Directors should ascertain and carry a 
fair proportionate amount for Interest on such advance to the charge of those new lines in the 
next half-year, 
In conclusion, we deem it our duty to the Officers and Clerks of the Company more 
immediately charged with the Accounts, to declare that the system which has been acted upon 
in keeping the Books is clear, simple, and ful, and reflects the highest credit upon them. 
We shal request the Directors to circulate these remarks with the half-yearly Accounts. 
To the Proprietors of 
The Great Western Railway. 
We are, 
GENTLEMEN, 
Your most obedient Servants, 
(Signed) JNO. CROSTHWAITE. 
ROBERT McCALMONT. 
(Railway Accounts: Great Western Railway, British Library of Political and Economic Science) 
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（資料 3)
Dr. 
London and North Westam Railway 
STATEMENT OF THE 
Half Year ending 
(See Abstracts.) 
(D) To Maintenance of Way, Stations, & c.-
CE) To Locomotive Power ・・・・--
CF) Toe面 hing区pe皿ES.......、............
To Repairs and Renewal of Coaches, Horse Box . 
. and Trucks.............................. } 
Les received through the Clearing House for 
Carriagesused by otheI Companies............ } 
(G) To Police Ex匹m...................
(H) To Merchandise Traffic恥 enses....-..... . 
To Repairs and Renewal of胃疇Ons...............
Less received through the Clearing House for 
W疇 Onsusedby other Companies........... ｝ 
To Stores Department.................. -.......... 
To Compensation for Accidents and Loses, viz.：一
Coaching Department 
~.;)).;;;;;;;;-:... :::::::::::::::: 
(J) ToG皿era!Charges........................... 
To Law Expenses, General Busines............... 
To Exp~ at Wolverton and Crewe Town, in-
cludlng Schols.......................... } 
To Electric Telegraph Company.................. 
Total Working Charges.............. .
To Patlsh Rates and Taxes - £27,170 7 6 
Toi.aw匹皿臼Inconnection 
with Apeals................ } so O 0 
To Duty on Pa匹咄Trafic.................... 
(Kl To Interest on Loans.......................... 
To North Union Railway, for L &. N. W. proportion 
ofGuaranteedDividendandWorking £xpenses...｝ 
Less Amount r“曲 edforTraffic ・・・・・-
To Preston and Wyre Railway 
To Scottish Ce,>..:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
To Expenses of Peterborough Joint Station, and on 
account of Arears...................... } 
To Chief Rents・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・ 
To Balance carried down............. -
£ & d. 
23,781 9 0 
4,580 0 10 
14,9S0 17 0 
1,467 6 9 
3,729 13 5 
7,324 1 3 
27,720 7 6 
2S,32S 1 0 
50,776 16 7 
41,255 1 0 
£ 8. d. “、80 6 6 
115,382 4 10 
58,647 11 9 
19,201 8 2 
20,164 17 6 
76，認 1 9 
13,483 10 3 
610 9 0 
11,053 14 8 
15,818 S 4 
1,259 1S 0 
381,3州） 15 4 
434,436 9 10 
170.s22 13 9 
9,521 15 7 
4,500 0 0 
3,885 2 6 
2,500 0 0 
£1,164,396 10 3 
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REVENUE ACCOUNT, 
31st December, 1849. 
By Traffic, viz.：一
(S) 
Pasengers.................................... 
Parcels....................................... 
Horses, Carriag...and Dogs.........…............. 
Mails......................................... 
Merchandise, gross receipt……,．． £424,683 19 10 
L..s Agents'expens邸 of
Collection and Delivery......., ｝ 79,289 6 0 
£ ふ d 
629,136 19 4 
52,296 8 2 
17,263 17 3 
20,355 1 10 
345,394 13 10 
ごst;．盃＂二：・・ロニニ：二：二：二：二：：二：：二：二：二： I 翌悶：： ！ 
Total T匹 fie.........................
By Interest on Cash Balances and Calls in Arear........... 
By Rents of Land and Buildings.……......"............ |10,933 15 0 
Less Repairs and Sundries, viz.：一
Salaries and Wages.………….................366 1 2 
Payments to Tradesmen...................... 1,849 2 10 
By Transfer Fes................................... 
By Huddersfield Canal Traffic (net amount).............. 
By Estimated net Receipt from Lancaster and 
Carlisle Railway....……······…•••••................} 
Ditto Manchester and South Junction Ry.．．…．．．． 
Ditto Manchester and Buxton Railway....……．．．．． 
Less over-estimated last Half Year on account of 
Caledonian Railway..........．．…．．．．．．．．．．..．...} 
By Interest on Advances to Chester and Holyhead 
Railway...．．．．・・.....．.．．.．．．．．．．．...．．..．..”..．. ｝ 
8,150 0 0 
1,750 0 0 
194 0 0 
10,094 0 0 
797 18 3 
By Balance brought down............................ I 536,018 2.4 
Less for Renewal of Rails…..........18,095 0 0 
Interest at 4 per Cent. on £33,775 
from lst July to 31st Dec. 1849...... ｝ 675 10 0 
£517,247 12 4 
Cr. 
£ ふ d 
719,052 6 7 
410,553 2 5 
1,129,605 9 0 
9,834 16 0 
8,718 11 0 
504 14 S 
1,148,663 10 S 
3,100 10 11 
9,296 1 9 
3,336 7 2 
£1,164,396 10 3 
76(362) 第 33巻第4• 5号
Dr. 
GENERAL BALANCE 
31st December, 
To BALANCE OF CAl'ITAL ACCOUNT_... 
To OUTSTANDING ACCOUNTS due by the Company................ 
£ t do 
To DISPOSABLE BALANC豆30thJunelast....＂．．．．．．．＂•一··,.......I 581.162 19 9 
Le皿Dividendordered 17th Au四stlast................ I 565ヽ61 0 8 
15,501 19 1 
To BALANCE OF REVENUE ACCOUNTS at this date........ I 517,247 12 4 
£ s. d. 
73,052 0 6" 
354,348 10 4 
Disposable Balance.............. I. ・-~ 
“MO.150 2 3 
Dr. (Abstract M.) RENEWAL OF 
£ ふ A 
To EXPENDITURE, as per Statement, 30th June last............... _ . I 42,701 8 4 
DItto, 3 1 st December.....................................．．．| 28.930 14 3 
[ Interest on this amount charged agalnilt Revenue. I 
l l 
£71,632 2 7 
(Railway Accounts: London and North W,臼ternRailway, British Ubrary of Political and Economic Science) 
1暉紀イギリス鉄道会社における減価償却会計（金戸） （363)77 
SHEET, 
1849. Cr. ? ?
??? ー ? ????
? ?
?
．?• 
~i. 
?? ? ? ??
• ．?．?
? ? ??
．?．?
?
? ?
．?．?
? ? ?
??
?
．?
??
??
• ．?• 
?
．?
?
?
?．
?
?
? ? ????
? ??
???????
£ & d. 
BY BALANCE OF CASH AT INTEREST, and with the 
Company’s Bankers.............................. } 
532,191 0 4 
427,959 1 11 
£960,150 2 3 
RAIL ACCOUNT. Cr. 
BY AMOUNT set aside from Net Revenue, as per Statement, 30th June last, 
inclilding Jnterest............................................ ｝ 
BY SIX MONTH$'INTEREST at 4 per cent. from 1st July to 31st December, 
on the above amount.....................；....；......... ｝ 
BY AMOUNT set aside this Half Year.................................... 
BY BALANCE................ _...................................................... 
(Interest.on this account accumulates to the credit of the Fund. J 
£,. d 
33,775 0 0 
67S 10 0 
18,095 0 0 
19,086 12 7 
£71,632 2 7 
78(364) 第 33巻第4• 5号
（資料 4)
Dr. 
(SEE ABSTRACTS BELOW.) 
(A)To Main忙manceof Way, Stations, & Telegraph ".... 
(B）To Locomotive Power.... _ 
(C)ToQ叩 hi咄 Expenses.....＿...“.＿．．．．．．．．．．．．．"●●●●●●●●
(D）To Repairs & Renewal or Coaches, Horse Boxes, Truclcs, 
andWago皿．．．．．．．．．．．．．．．．．．＂．．．．．．．．．．．．．．．．
(B)ToM如泊ndiseTrsfflc Expenses -
(F)To Gen臼dCharges......＂．．．．．．．．．＾．．．．．．．．．．．．．． 
To Compensation for Accidents & Losses, viz.：一
Coaching Departn四 t
GoodS Department .＂：ごこ．：：こ：こ：：：：：：：：：
ToOilandTallow _ ,... 
To G“Acount.............................."....＂. 
To Law Charges, General Business.....、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
To Rents, London and North Western and Great Western 
Railways.................................... 
To Moiety or Expenses or Investigation......... _ 
_To Stores transferred from Capital Account _ 
Midland Railway 
STATEMENT OF呻
From 30th June to 
£ s. d. | I. s. d. 
254 4 6 
28,982. 7 3 
80,102 S 0 
28,850 17. 7 
15,738 13 4 
36,090 18 1 
7,332 0 0 
421 11 7 I 67~ 16 1 
5,754 S 4 
2,024 8 0 
1,244 16 S 
7,650 0 0 
993 0 3 
25,159 1 4 
240,598 8 8 
To Rates and Taxes...... _ _ I 14,792 17 O :三;;a琴．i：Er:：巴巴：．：．．．．．．．．．．：●.•••··●エロ止To Government Duty....... -..... I 11,967 9 11 I 26,760 6 11 
To Debenture and Loan Interest, viz.：一
Midland Debentures.......... ・-・・・ 74,884 1 7 2 
Ditto Loan Notes - S,180 16 8 
Leeds & Bradford Deb血tures....... 6,736 2 11 
To Divi血nds,&c., on Guaran細 dStock and Shares, viz.：一
Sheffield and Rotherham 
6 per cent. Stock........... 4,500 O 0 
Leicester and Swannington 
8 per cent. Stock........... 5,600 O O 
Bristol and Binningham 
6 per cent. Stock........... 52,341 6 0 
Renttothel叶 dsand
Bradford Railway Co.,....... 4S,000 O 0 
284,335 10 0 
86,801 16 
Interest on £SO Shares - S8, 1S2 14 10 I 166,194 0 10 I 2S2,99S 17 7 
To Disposable B曲ncec叩 eddown_
537,331 7 7 
104,039 6 4 
£641,370 13 11 
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REVENUE ACCOUNT, 
31st December, 1849. 
£ s. d. 
By Disposable Balance for Half-Year ended 30th June, 1849.... I 114,682 2 10 
LESS, Dividend payable 15th Sep. 1849. 
1 £ s. d. £1 ¼ per cent. on Midland 2 
Consolidated Stock"........。98,315 5 8 
16s. 3d. per cent. on Birmln如 m
& Derby Stock - 7,950 11 8 
£3 per cent. on Consolid●ted 
Preferential Stock _ 750 0 0 
£3 per cent. on 2,900 Erewash 
Valley Shares _,,, -4,350 0 0 
BY TRAFFIC, viz.：一
即..暉Fr9.................."．．．．．．．．．．．
Horses, Carr螂e.and Dogs................. 
ご二：二ご．ごご二：．．二二：・ニ：二：二：二ごニニニ
晒”......”.....＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．~
M細 handlse,gro..l叫四—............ 205,493 10 1 
LESS Agents'Expenses..•,.............. 16,624 3 2 
111,36S 17 4 
29S,0S2 7 S 
9,728 12 11 
20,436 6 9 
S,877 19 10 
9ヽ 1216 7 
188,869 6 11 
Cr. 
£ & d. 
3,316 S 6 
Mln呻．．．．．．．．．．．．．．．．＂．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
Ashby Canl....... -........ 二 600,790 3 3 
ByRents _..... -... 
By Balance of Interest on Arrears of Calls, B血kem・
Bal血臼．＆c-....
By Dividends, &c., on Shares held by the Company, viz.:― 
South Staffordshire Railway......... -
M•nr-h匹er,Buxton, Matlock, & Midlands Junction 
Railway................. -
TramRoadSbares -
Bristol & Birmingham 6 per cent Shares...... .
By Transfer Fes....---―----―--＿-――●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● 
By Valuation of Stores on 31st Dec. 1849, as per Inventory 
LESS Amount unpaid for _ 
By Disposable B曲mcebroughtdown-
1,415 6 7 
1,249 10 2 
350 0 0 
2,222 3 0 
39,708 3 11 
20,163 14 4 
S,S59 18 6 
6,655 1 0 
5,236 19 9 
267 16 4 
19,544 9 7 
£641,370 13 11 
104,039 6 4 
80(366) 第 33巻第4• 5号
Dr. GENERAL STATEMENT OF 
To Capital Account.珈lanceat credit thereof......鳥．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
Revenue Account........... Ditto--・・・・ 
Dividends and Interest unpaid 
DebtsduetoConmctomando孟云ロニニ：：二ニ：：二：ニニニニニ：二：：：
Permanent Way Renewal Fund-............. _ 
Pro¥llslon for Bad Debts 
Income Taxreserved...::：:：:：:：：:：:：：::：:：:：：::：:::：:.:：:：:：:：:：:：: 
(Public Record Office, Rall 491/3, p. 63) 
£ 8. d. 
14,616 S 6 
104,039 6 4 1' 
269,887 18 9 
97,993 14 4 
22,293 16 1 
l,S00 0 0 
9,342 18 2 
| 
I.S19,673 19 2 
19世紀イギリス鉄道会社における減価償却会計（金戸）
BALANCES ON 31st DECEMBER 1849. 
By Balances in Bankers'hands 
Revenue“Stores,”and“To;i;•;;•::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 
Stamp Office Deposit............................................. 
Cost of Shares held by the Company 
Sundry Deb1:s due to the Company...：:：::：:：：：::：::：:：:：:：:：:：::：:::：:：:：:：:::： 
(367)81 
Cr. 
£ s. d. 
193,326 8 10 
19,898 18 7 
4,829 8 11 
69,940 S 6 
231,678 17 4 
£519,673 19 2 
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（資料 5)
London and North Western Railway 
Dr. GENERAL STATEMENT OF THE CAPITAL ACCOUNT. 
To 31st Dec., 1864. 1s3t 0Jth anJuary ne.to Total To 30th June, 186S. 
(See Abstracts.) £ a. d. £ s. d. £ s. d. 
(A.) To ing haPSermotd useScal tkn, tiIn eParoncisLat dliamW, nenTunad ytal &e,WhrfWtarycehargls, okBs, esLegal, ri, Wlndes.rcl.ue-,.d-.. 28,351,894 19 1 
To£＂-珈n’ ... _ ＇で＿’＿・L.... r’9’」＿&9~，99L」•9,lJ,dJ一u,-—I」9 V, 直9町9 —●-”．＂―’ 9叩"6'”駅9ア'-"'9Uし2・組3"コ60m9 ' 9 9 ' 16 4 649,426 10 11 30,853,449 0 7 16 7 15 4 4 1 2 3 
16 0 
{ 62,1836 5 13 0 } 358,632 6 7 19 2 S 14 S 
(B） To InCarCariages, cluyn d SLotWocagokm:-ons, tive &EnginC...e.s, ...,} 4,266,181 19 9 134,737 10 6 4,400,919 10 3 
(B．1) To EstandtBe uoilf dingsthe Coyimelpanding y RinenLant.d.s • ｝ 469,345 10 6 8,724 6 8 478,069 17 2 
35,289,180 19 1 801,889 1S 6 36,091,070 14 7 
DETAIL OF CHARGES REFERRED TO IN THE TRAFFIC STATEMENT. 
(Abstract C) MAINTENANCE OF WAY, &c. £ IL d, 
Salaries, Office, and General Expenses of Engineers, Assistants, 
and InspectoIS.................................... ｝ £.8,398 6 3 
W叩 andMaterlals in Repairs and Renewal of Road,．＂．．． 114,822 17 6 
RepausofTunnels,Viaducts,Bridges,＆c. ：：：二：：二：皿：： 24，040 5 4 Repairs of Stations, Buildings』 ・iml9』&C.-・・・・・・・・・ 13,11117 9 
Repairs of Approach Roads ・・-・・・・・・・・・ 2,708 4 9 
163,081 11 7 
踪咆n出芯':.i-J翌謬ば．竺．二：：二：二：皿二：皿：：：：：二：：二：：二：：： t：常盈 f―=はニ亡孟孟：二：二：：：二：：：：：皿：：：：：ニ
GENERAL BALANCE SHEET. Cr. 
£ & d. 
}3Y BALANCE OF STORES, asper Account - 1495,039 9 2 
BY OUTSTANDINGACCOUNTSduetotheぷ盃i,溢1”：・ニ：：：二：二：：・ニ：二： 1，856,841 5 5 江宝翌謳唸Is昇混益醤u品·西ぶ品i,・函~·;.jj玉溢工：：：二：二：：：：三
£ I 3,272.470 14 1 
(Railway紐 ounts:London and North Western Railway, British血 raryof Political and Economic紐面）
19世紀イギリス鉄道会社における減価償却会計（金戸） （369)83 
2. 減価償却会計の挫折理由
減価償却会計の必要性をめぐる論争は，まず， 1849年の Monteagle委員
会によってなされた。この委員会に出てきた証人は減価償却会計を行ってい
(10) 
る会社が例外的であることを示したが，奇妙なことには，人々の間では「減
価償却基金」の必要性についてはほぽ完全な合意があったということであ
(11) 
る。そこで，委員会は，「減価償却基金または準備金 (Depreciationor Re-
serve Fund)が，鉄道を効率的な状態に維持するために，軌道，建物，車
(12) 
両や他の財産に対して，用心と慎重の観点から，設定されるべきである」と
いう勧告を行った。 1845年の CompaniesClauses Consolidation Actで
は，「株主に利益分配を行う前に，取締役は，彼らがもし適切であると思う
ならば，偶発事に備えるために，また，その企業に関係する業務の拡張，修
纏改善に備えるために，適当と思われる金額を取り除けておき，残額を株
主に分配することができる。」 (122条）として，減価償却基金や準備金の設
定が認められており，また，当時一般に必要なものとして許容されていた。
委員会は「減価償却基金が実際に使われているのを見て，喜ばしく思ってお
り，減価償却基金がなければ，資本が余っている場合，常に資本を不正使用
(13) 
する誘惑が存在する」と述べている。資本を使い尽くした場合には，その鉄
道の質の低下が避けられず，大衆のリスクは増大し，ひいては会社自身の利
(10) Wolfe, q. 2350; King, q. 2750; Hutton, q. 3397. House of Lords Select 
Committee on the Audit of Railway Accounts, 1849. First, Second and 
Third Report, Minutes of Evidence and Appendix, BPP, 1849, x.この委
員会の委員長が LordMonteagleであったため，通称， Monteagle委員会と呼
ばれている。
(11) Hutton, q. 3400; Quilter, qq. 2254-59; Easthope, qq. 2635-38; King, q. 
2748. ibid. 
(12) ibid., Third Report, p. ix.詳しくは，拙稿，「19世紀中頃のイギリス鉄道会
計に関する一考察」，「阪南論集」，社会科学絹，第21巻，第1号，昭和60年，参照。
(13) ibid., p. x. 
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益を犠牲にすることが避けられないのである。また，委員会は，「この基金
に毎年組み入れる正確な金額を法律で規定することは困難であろう。しか
し，減価償却基金や準備金を設定したか，していないかということを，ま
た，設定している場合にはその金額も，常に計算書上に記載すべきである。
このような基金が設定された場合には，このような基金の収入と支出は［す
ペて別々に区別して記帳され，監査役によって検証されるべきであり，株主
(14) 
の検閲の道も開けておくべきである。」と述べている。なお，委員会の報告
書の AppendixD では雛型は示されておらず，一方には収益から取り除け
られた金額を示し，他方には基金から支払われた金額を示す形式であればよ
いとしている。
1849年に公表された， London and North. Western 鉄道の総支配人
Captain Mark Huishによって作成され，同社の取締役会に提出された報
告書には，軌道に関する減価償却の必要性が強調されていた。 Huishはこの
報告書で，車両については日々の修繕や漸次の部品の取替によって休系的に
更新されるので，減価償却基金の設定は不必要であるとして， 1848年6月の
決算で30,462ポンド18シリングの減価償却基金を取り崩すことを勧告した。
この勧告は取締役会で受け入れられ， 1848年6月の一般貸借対照表で修正計
(15) 
算が行われている。但し，軌道については，ゆっくりと毎年ほぼ一定の割合
(14) ibid. 
(15) London and North Western鉄道の1848年6月30日の一般貸借対照表借方は
次のようになっている。
資本勘定残高
12月31日現在の配当可能利益
12月31日に機関車と車両の減価償
却費として誤って控除した金額
差引 2月18日に決定した配当金
収益勘定残高
£ 
614,419 
30,462 
644,882 
564,098 
80,784 
485,272 
s. d. £ s. d. 
396,125 11 7 
18 6 
18 ゜16 6 I 8 6 
8 ゜3 4 配当可能利益 1 566,056 11 4 
£962,182 2 11 
(London and North Western Railway, Reports and Accounts, June 30, 
1848) 
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で摩減 (deteriorate)し，最終的にはすべて取り替えることが必要で，急に
多額の資金が必要になるため，その資金に見合う減価償却基金を積み立て
(16) 
ることを勧告した。この報告書の影響は大きく， 他の会社が Londonand 
North Western鉄道の実務に追随したのは上述の通りである。
しかし， GreatWestern鉄道の技師 IsambardBrunelは異なった意見
を持っていた。彼は車両の減価償却問題について，機関車の市場価値におけ
る減価は，通常，購入当初の2, 3年は多額にのぼるが，その後はー一定かほ
ぽ一定になり，機関車は適当に修繕することで，平均的には，良好な状態を
維持できる。もし，機関車が修繕によって完全に良好な状態を保っているな
ら，（事実，漸次一定の割合で部品の交換を行い，また改善を行っている），
20年後も，現在の価値と同額かそれ以上の価値を保つであろうと述べ，車両
に対する減価償却基金の設定は不用であることを表明した。また，軌道につ
いては，配当の乎掏化をはかるために数年にわたって軌道の維持のためとし
て毎年一定額を取り除けることがよいと考えるなら，更新時に必要な金額に
かなり近い見積りを形成できるほど我々は十分な経験を積んでいないと言え
るし，これはただ計算して金額を割り当てただけであり，割り当てられた金
額は毎年ほぼ等しくその期の修繕支出によって吸収され，それは価値の「減
価」 ('depreciation'ofvalue) とつながりを持たないものであり，持続的
な減価を防ぐために必要な軌道の修繕費 (Thecost of those repairs which 
are requisite to pre~ent continued depreciation)といえると述べ，減価
(17) 
償却基金の必要性を認めなかった。 Lardnerも述べているように， この当
時，最も優秀な技師たちが抱いていた支配的な意見では，鉄道の寿命は1世
紀にも及ぶもので，軌道の摩耗はどんな実際上や財政上や経済上の目的から
も無視してよいほどの目だたないものだと言うことであった。よく整備され
(18) 
た軌道の寿命は100年から150年と考えられていたのである。
(16) Gourvish, op. cit., pp. 48-49. 
(17) Railway Times, 1851, p.161, qμoted by J. R. Edwards, op. cit., pp. 
256-57. 
(18) Dionysius Lardner, Railway Economy, 1850. Reprinted by Kelly, 1968, 
p.56. 
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Brunelの意見を載せた1851年の RailwayTimesは彼の意見に同意し，
(19) 
減価償却基金を維持することには同意できないと論じた。このことは，この
当時の鉄道の経営者や株主にとって， Monteagle委員会や Huishの見解よ
りも Brunelの見解の方が受け入れ易いことを立証したものと考えられる。
19世紀の鉄道会社の配当は低いレベルに据え置かれた。 Gourvishによる
と，配当は1846年までは払込資本の6％を超えていたが， 1850年には3彩を
割り， 1850年代中頃には3.75%,1870年代初頭には約4.5彩であった，ただ
し，大規模鉄道会社については1870年代初頭で平均 5彩ー5.5彩であったと
(20) 
のことである。たとえば， Manchester& Leeds鉄道では，払込資本に対
する配当は， 1847年の恐慌以後3• 4年は3%前後まで落ちており，社債利
息も大幅に低下しているが，その他の時期は初期を除いて，配当で4-6彩，
社債利息は4％前後で落ち着いている（資料6参照）。投資家は，最初の鉄道の
開業から1868年までの期間を通して，国債に対しては3彩を越える利息を得
(21) 
ることができたので，鉄道の経営者は，危険を伴う鉄道投資に対する資金の供
与を受けるために，かなりのプレミアムを支払う必要があった。その結果，必
要性について論争中の減価償却費を導入しなかったのは驚くに当たらない。
1798年から1815年まで施行されていた所得税法が1842年に再び導入され
た。その税率は 1ポンド当り 7ペンスであった。 Briefは，彼が特に複会
計制についてイギリスの会社に関する法律を分析してきた結果からすると，
(22) 
所得税法は減価償却を容認しなかったものと推定できると述べている。この
点については， Mathesonも，所得税法は1878年まではどんな引当金 (allo-
wance) も認めなかったし， 1876年には Forde.rv. Andrew Handyside 
(19) Railway Times, ibid. 
(20) T: R. Gourvish, Railway and the British Economy 1830-1914, 1980, 
p. 27-28. 
(21) B. R. Mitchell, Abstract of British Historical Statistics, 1962, p. 455. 
quoted by J. R. Edwards, op. cit., p. 257. 
(22) Richard P. Brief, Ninetee叫 CenturyCapital Acco加血gand Bus切es
Investment, 1976, p.169. 
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DMDENDS AND INTEREST PAID, 1842 TO 1873 
A B 
Paid-ups血℃ Dividends Paid Paid-up Loan lntemtll血
Capital Amount .Ozpital Amount 
ye“ £000'& £000'8 %ofA “)00’s £.000'• %ofB 
1842 1,336 75 5.6 1,627 80 4.9 
1843 1,339 85 6.3 1,761 88 s.o 
1844 1,368 101 7.4 1,837 92 s.o 
1845 1,613 11S 7.1 1,817 78 4.3 
1846 3,271 172 5.3 1,677 53 3.2 
1847 5,180 204 3.9 2,374 39 1.6 
1848 6,879 21S 3.1 2,393 34 1.4 
1849 8,032 227 2.8 2,612 63 2.8 
1850 8,462 183 2.2 3,163 134 4.2 
1851 8,6S4 260 3.0 3,116 144 4.6 
1852 8,92S 306 3.4 2,843 133 4.7 
18S3 9,253 347 3.7 2,797 123 4.4 
1854 9,474 387 4.1 2,799 117 4.2 
1855 9,506 422 4.4 3,186 129 4.0 
18S6 9,518 47S 5.0 3,302 138 4.2 
1857 10,170 483 4.7 3,376 145 4.3 
1858 10,353 440 4.2 3,336 1S0 4.5 
18S9 13,93S 674 4.8 4,311 191 4.4 
1邸0 14,292 806 5.6 4,S24 188 4.1 
1861 14,731 765 5.2 4,527 194 4.3 
1862 14,839 611 4.1 4.620 190 4.1 
1863 1S,088 698 4.6 4,575 186 4.1 
1864 15,254 872 5.7 4,798 191 4.0 
1865 15,554 880 S.6 4,830 202 4.0 
1866 16,7S1 1,012 6.0 5,336 215 4.0 
1867 16,851 1,034 6.1 5,601 23S 4.2 
1868 17,076 1,07S 6.3 5,671 241 4.3 
1869 17,369 1,087 6.3 5,675 239 4.2 
1870 17,634 1,134 6.4 S,6S4 23S 4.1 
1871 17,904 1,272 7.1 S,998 239 4.0 
1872 18,383 1,364 7.4 5,971 246 4.1 
1873 19,162 1,224 6.4 6,171 243 3.9 
(S. Broadbridge, Studies in即 ilway広pansionand the Capital Market in紐 nd1825ーI873, 1970, P. 65) 
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and Company (Limited)事件の判決で減価償却が隠められないことが礁腿
(23) 
されたと述べている。つまり，唯一許された控除は「修繕と改造」の実際原
価だけであったのであり，税法は修繕•更新会計を明確に支持したのであ
茫
3. 1868年以後の減価償却会計
鉄道会社と密接な関係を持っていた Overendand Gurney会社が倒産し
たことによる1866年の金融恐慌で，政府は鉄道会社の財務報告について再ぴ
(25) 
関心を持った。そして， 1868年には Regulationof Railway Actが施行さ
れた。この法律は FirstScheduleで規定された複会計制形式による半年
毎の計算書を公表することを鉄道会社に義務づけた。 1868年法の計算書が
1849年の Monteagle委員会の計算書と遣っている主な点は「減価償却基金
または準備金」について言及されていない点と固定資産が良好な状態で維持
されていることを証明する技師の証明書 (Certificate)を加えた点であっ
た。
1868年法が鉄道会社に減価償却費の計上を要求しなかったことについて，
Hatfieldは，複会計制では，資本勘定に記載されている資本資産は，一般
貸借対照表で計算される利益額にほとんどか全く影響を及ぽさないからであ
(26) 
ると述べている。また， Kesterは，貸借対照表を二分することを公認した
(23) Ewing Matheson, The Depreciation of Factories, 2nd ed., 1893. Re-
printed by Arno Press, 1切6,p.9.判決は，「定款に基づいて，建物・設備・
機械の減価に対応させる目的のために，会社の純利益から取り除けた金額は資本
の性質を持っており，所得税目的のためには，利益から控除することはできな
い」 (ibid)というものであった。
(24) J. R. Edwards, op. cit., p. 258. 
(25) 詳しくは，拙稿，「イギリス鉄道会計における監査制度生成の一駒」，「会計」，
第12磯，第6号，昭和60年， pp.84--85.参照。
(26) Henry Rand Hatfield, Modern Accounting, 1916. Reprinted by Arno 
Press, 1切6,p.202. 
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この法律は固定資産を常に原価で評価することを謡め，それらを常に良好な
状態にするための修繕費と効率よく働く状態にするための維持費を収益に対
してチャージすることを萬めた結果，減価償却は考慮される必要がなかった
(27) 
と述べている。このように， 1868年法は減価償却費の計上を必要としないと
解釈するのが一般的であったので，実務の上でも，各鉄道会社は減価償却費
を計上しなかったのである。
しかし，複会計制がひとりでに減価償却費の計上をさせないのではなかっ
た。 1840年代には車両を減価償却する会社が多かった。また， 1850年代には
軌道を減価償却する会社が多かった。これは短期間の実務であったが，かな
り一般的な会計実践であった。それに，鉄道会社は1868年よりももっと前に
減価償却会計の適用をやめていた。そして， 1860年代中頃には，鉄道の経営
(28) 
者は減価償却会計を再導入することは実行不可能と考えていたのである。し
たがって，減価償却会計を採用しなかったのは鉄道会社側に責任があるので
あって， 1868年法には責任はないのである。
1868年法は統一計算書を規定したが，状況に応じて計算書を修正すること
も謁める，ある程度柔軟性がある規定であった。その一つは，会社の環境に
適応させるため，または，この規定の目的をより良く達成するために，商務
院にこの形式を変更する権限を与えたことであり， もう一つは， （資料7)
に見られるように，一般貸借対照表の両側に「特別項目」 (SpecialItems) 
(27) Kester, Acco加血gTheory and Practice, Vol. I, 1st ed., p. 68. quoted 
by Prosper Reiter, Jr., Profits, Divide叫sand the Law, 1926. Reprinted 
by Arno Press, 1切6,p.25. 
(28) S. Dewar Lewin, "Some Remarks on English Railways", Acco四 ta叫
June訊 1885,p. 14. Manchester Accountants'Students'Societyでの講
演で， Lewinが鉄道会社は減価償却費の計上を行うべきだと論じたのに対し，
その後の質疑で， Murrayは， 20年ほど前に，鉄道会社の計算書の形式を変えて
減価償却費の計上を行おうという提案が ManchesterのHulseによってなされ
たが，鉄道会社の重役たちは，その提案に対して．実行不可能であるとして反対
したという事例を紹介し，自分も減価償却費を計上することは困難なことだと思
うと述べている。 (ibid)
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（資料 7}
[No.13.J Dr. GENERAL BALANCE SHEET. 
To Capitalんcount,Balance at Credit 
thereof, as per Account No. 4....... 
,. NetR(/JVenue Account, B由neeat 
Credit thereof, as per Account 
No.10...........◆●●”.............. 
,. Unpaid Dividends and Interest..... 
,. Guaranteed Dividends and.Interest 
eayable or accruing and provided 
for......................... . 
., Temporary Loans -
”uoyd'8BondsandotherOb訂tions
not included in Loan Capital State-
ment,No.3...............＂● 
., Balance due to Ba呻叩．．．．．．．．．．
,. Debts due to other Companies.....、．
,. Amount due to Clearing House......... 
., Sundry Outstanding Accounts.......... 
..Fire Insurance Fund on Stations, 
Works, and Buildings........... 
,. Insurance Fund on Steamboats......... 
,. Specialltems _...... 
£ 
[No.9.] Dr. 
Half Year EXPENDITURE. ended 
To Maintenance } se 
oanf d WSayta, tiWonsrks ..• AbsA. tract 
" LocoPowermo.tiv..e ...• }do. B. 
”Carrlage:孟竺an．だd．｝ do.C. 
, Traffic Expenses do. D. 
., General Charges do. E. 
, Law Charges.......... 
" Par6amentary Expenses... 
., Coanmd pLoensasestio). n (Accidents 
., Rates and Taxes...... .
n Government Duty...... 
" SpExecpial e皿an臼d(Misif anycelan). eous 
., Balance carried to Net 
Revenue Account ・・・・-
£ 
£ s. d. 
By Cash at Bankers—Curr,ent んcount
" Cash on Deposit at Interest......... .
" Cash invested in Consols and 
Government Securities -
,. Cash invested in Shares of other 
Railway Companies not charged as 
Capital Expenditure ・・・・・-
,. General Stores—Stock of Materials 
on hand...................... 
,. Traffic Accounts due to the Company.. 
,. Amounts due by other Companies....... 
,. Do. Do. Gearing House....... 
,. Do. Do. Post Ofice......... 
,. Sundry Outstanding紅counts............
,. Suspense Accounts (if any) to be 
enumerated 
” SIecia1 1tems ： ：・： ：：： ：：：： ： ：：： ：： 
£1 
REVENUE ACCOUNT. 
£ s. d. Half Year RECEIPTS. £ s. d. ended 
By Passengers...... 
" ParcCariagesels, Horses&c. , 
. Mans....... 
, Mere証nd如．．
., Live Stock.... .
, Minerals..... 
., SpMiscelanecial and eous 
Receipts— 
Such匹
NSRFTrate四esnv枷tm,r•f, &boaetior c.nt.. ;... . 
Detail•. 
£ 
Cr. 
£ s. d. 
G. 
£ s. d. 
(Regulation of Railway Act, First Schedule, in J. R. Edwards, ed, British O>mpany Legislation and Company 
Accounts I 844ー1976,1980, pp. 183, 186.) 
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（資料 8)
Pro直ionsfor Depreciation and Renewal Reported in General 
Balance Sheets at 30 June 1910 
”゜油Ion
Depreciation and畑urancefund on steamboats: 
Steamboat depreciation fund: 
Reserve fund for renewal and Insurance of steamboats: 
Steamboat Insurance, depreciati~n and renewal funds: 
Roling stock renewal fund: 
Replacement of stations and works: 
Electrical renewal and depreciation fund, 
Permanent way relaying fund: 
Source: Published accounts deposit~ at the PRO. 
Com””’ 
Great Central 
Great Western 
London and North Western 
Great F.astern 
South F.astern and Cltatham 
London, Brighton & South Coast 
London and South Western 
Lancashire and Yorkshire 
Lancashlre and Yorkshire 
Metropplitan 
Lancashlre and Yorkshire 
£ 
296,640' 
462,35S 
S67,301 
296,713 
10S,461 
268,964 
340,S08 
6,942 
120,982 
70,300 
13,323 
(I.R. Edward, "Depreciation and Fixed Asset Valuation in Brl出hRailway Company Account to 1911" 
Accounting and即alneaResearch, Summer 1986, p. 260.) 
という項目を設け，収益勘定の両側に「特殊・雑多な費用」 (Specialand 
Miscellaneous Expences) と「特殊・雑多な収入」 (Specialand Misce-
llaneous Receipts) という項目を設けたことである。
特殊項目を追加した会社は多かった。（資料8)にあるように， Great
Central鉄道と GreatWestern鉄道と Londonand North Western鉄
道は海難事故から生じる渚在的な損失に対処するために FirstScheduleの
一般貸借対照表で規定された「船舶保険基金」 (InsuranceFund on Steam-
boats)を拡大し，「船舶減価償却保険基金」 (Depreciationand Insurance 
Fund on Steamboats) を設定し，船舶の減価償却を組み入れた。また，
Great Eastern鉄道と SouthEastern and Chatham鉄道は別に「船舶減
価償却基金」 (SteamboatDepreciation Fund)を設定した。このように，
船舶については減価償却基金を設定する会社があったが， Edwardsの調査
によると，船舶以外の固定資産の減価償却に対してはほとんど考慮されなか
(29) 
ったということである。
(29) J. R. Edwards, op. cit., p. 260. 
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1893年の著書で Mathesonは，鉄道業においては，設備や車両の摩減
(deterioration) が修繕•更新支出 (expenditure for repairs and re-
newals)によって十分に適正に補われていると思われるので，長い間営業
を続けており，修繕•更新支出が毎年平均している鉄道会社については，減
価償却を行う代わりに修繕•更新支出を行う方法も妥当だと見なされるが，
開業して間もない会社にとっては，収益に対して減価償却費と同じだけの費
用が計上されない恐れがあると述べ，さらに，毎年の修繕•更新支出が，そ
の年度の運送営業による固定資産の損耗を表すものではなく，固定資産の維
持に要する支出の一部は資本的支出に含められることがあるとも述べて，固
(30) 
定資産を減価償却しない鉄道会社の実務について批判している。同じ年に，
Garcke & Fells も，開業後数年間は，その後の修繕•更新支出がかさむ期
間と比較して，損益計算書で適正な減価償却費と同じだけの費用の記入が行
われない危険があるし，たとえ適正に行われたとしても，ある年に修繕•更
新支出が偏ることは避けられないと述べて，鉄道会社の実務を批判してい
(31) 
る。しかし，減価償却費を計上すべきであるという彼らの主張は無視され
た。 Doddによると， 1895年に減価償却の引き当てを行った鉄道会社は全く
. (32) 
なかったということである。
結び
20世紀になると減価償却に再び注目が集まった。もし軌道について減価償
却費が計上されなかったならば，軌道の取替資金を得るために，新たに資本
を調達しなければならなくなるだろうという WilliamQuilterの1849年に
(30) Matheson, op. cit., pp.1-2. 
(31) Emile Garcke and J.M. Fells, Factory Accounts, 4th ed., 1893. ~e-
printed by Arno Press, 1切6,pp. 95-96. 
(32) A. F. Dodd, "Railways and their Financial Records", Accountant, 
January 19, 1895, p. 61. 
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(33) 
行った予測がズパリ的中したからである。
1902年の TheAccountantの社説では，複会計制が減価償却基金の積み
立てを強制するものであったなら，多くの会社の財政状態が今日非常に良
くなっていたであろうことを否定することはできないと述ぺ， もし， 更新
(renewals)のためばかりでなく，かなり予測することができる固定資産取
替のための出費に備え，毎期の収益から取り除けて資金を積み立てていたな
ら，それらの会社は，今日のように，大変厄介な条件で，現在の株主に多大
の損害を与えてまで，多額の借金を背負うことはなかったであろうと述べて
ぃ訂
たしかに， 1868年法が減価償却費の計上を強制していたならば，鉄道会社
も資金難にならなかったであろうが，鉄道会社が減価償却費の計上をしては
ならないという規定はなかったのであり，経営者の判断で減価償却基金を積
み立てることができたのであるから，鉄道経営者の責任は重いと言わざるを
得ない。 以上
(33) Quilter, q. 2255, House of Lords, ibid. 
(34) Accountant, September 6, 1902, pp. 875-76. 
